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」ECK第 4藝誌会
4月 2日」ICA横浜国際センターの第一会議室にてJECK第四回日の総会が∞名近くの会員参加により開催されました。JICA
横浜連携促進チームの木下雅司主査も出席された。地域研究会やシンポジウムなどの」ECK独自事業の展開、JICA横浜事業へ
の参加や神奈川県・横浜市の国際交流事業への積極的な参加などの平成16年度の活動報告と」ECK発足から3年 目を迎えてよ
り発展的な平成17年度の活動計画について活発な協議・意見交換がなされました。その中の提案により、グループ分けした
分科会活動の推進が決定され、地域開発 (東横線跡地利用)分科会 (代表 :山崎清人会員)、 地域研究 (ソ ロモン)分科会 (代
表 :谷岡潔会員)、 工業技術部会 (代表 :菊池正夫会員)と llPO法人化分科会 (代表 :物部宏之会員)が発足しました。その後の
目覚しい活動展開は、各分科会報告として本誌に掲載されている通りです。総会終了後は、恒例となったセンター食堂での
懇親会が催され、

"年
前のマダガスカル以来の再会があったり、任国での共通の知人の話題などで大いに盛り上がりました。

「あ―すフェスタかなかわ2005ビ :こ参競
秋の「横浜国際フェスタ」と並ぶ神奈川県の国際交流 2大イベントの ^つである「あ―すフ
ェスタかながわ」が今年も5月 14、 15日 に本郷台にある県立地球市民かながわプラザで開催
されました。JECKの出展参加は今年で 3回 目です。今回は、パソコンを持ち込んでよリビジ
ュアルな展示となりました。また、本年から活動を本格化された「SVの経験を活かす会神奈
川支部」もJECKブース隣のJICA横浜ブースでJICA広報活動に参加され、思いがけぬ交流も
出来ました。イベントのテーマであった「多文化共生」については、これに関る題名のJICA
横浜主催のセミナーに青年海外協力隊OBや シエアボランティアOBと ともに」ECK事務局長も
参加して協力しました。

平成 ]ア撃雛 :毬Aボランテ ィア家糠違饉金 :こ参 tllし て
青年海外協力隊の第一次隊員で」ECK会員の後藤さんが途上国に派遣されてから、今年度で
40周年を迎えることになりました。今年度も、神奈川県から61名の隊員が派遣されそれぞ
れの国々で活躍しています。この隊員をバックアップしている」ICA家族連絡会が 9月 11日
にJICA横浜センターで開催されました。
子供のことを思いやっている家族の方が90名ほど参加されました。」ICAの挨拶から始まり
協力隊事業の現況、帰国後の進路、任回事情説明及びご家族との懇談会が開かれました。
現在神奈川県から派遣されている隊員は180名、帰国された隊員は1600名に及んでおり、こ
の人数は東京都に次いで 2番目の派遣人数でづ。
連絡会の中で、家族から帰国後の就職先はあるのか、荷物を」ICAの指定した公社から送っ
たが4ケ 月たってやっと届いたとか、親の呼寄せ制度で子供のところに無事行けるか等の話が活発に出ました。

神奈り|1県海夕戦 術研修生を励ます会奄爾鐘
1月 22日 (土 )、 17:30よ り」ICA横浜 3階のレストランで県の海夕‖支術研修生 8名を迎えて、“研修生を励ます会"が立食パ
ーティ形式で開催されました。これは昨年10月 に歓迎会として一度計画されたが、当日、台風が関東地方を直撃したため延
期になっていたもので、参加者はモンゴル、中国、タイ、ウズベキスタン、ウガンダ、メキシコから各 1名、カンボジアか
ら2名の計 8名の研修生を」ECKの会員、SV経験を活かす会の会員および国際交流に関心の深い、特別参加の一般市民も出席
し、総勢%名余でした。
日本での研修生活も既に5ケ 月日に入り、日本語も大分上達してきた研修生との会話は日本語、英語、中国語、スペイン語
が乱れ飛んで、お国柄の話、食べ物の話、専門技術の話と話題は尽きませんでしたが、再会を約して19:mに閉会しました。

NPO法 人化研修受講記 ・―・。・・・・・'`。 。9'・・・………………・・中 ,。 苺'・・・・・,… ………・・,・・物部 宏之 会員
6月 31日 、神奈川県県民部主催の上記講習会に、谷保、谷岡会員ら3名が出席しました。
世をあげてllPO、 NGOの時代になってきたが日本全国に 2万 2千、神奈川県にもすでに1400を越すllPOが認可されており毎
年3C10～ 350f4の申請があります。

半分以上は福祉系の法人であるが横浜という土地柄、国際交流に関するllPO申請も多いようです。JECKは設立 3年目を迎え、
ODA現場の体験者として、また多文化共生の実践者として、発展途上国にも調査のための人材を派遣するなど、国内外に積
極的に活動を展開しています。ただ、任意団体であることから組織、人材、財政におのずと限度があり、特に財政的には

JICAのご支援によるところが大きく、各分野における技術者派遣要請に応え、国際交流活動に参加するためには、市民から
広く人材と知恵、財政支援を募る必要があり、llPO法人の併設が必要であるとの認識が出てきました。目指す法人は草の根
レベルの国際交流に関し、多方面から実践することを自ら企画、参画するほか同じく意図している個人、団体に対して情報
提供、専門家やコンサルタント、講師派遣、プロジェクト企画、セミナーの開催等の事業を行い、自らの発展と、地域市民
の国際協力と地域交流促進に貢献することを目的として、賛同する市民全てを対象として参加を呼びかけることを企図して
います。
しかし法人とJECKと の関係、法人とJICA横浜との関係等整理して考えなければならない問題が多くあり、又JECKメ ンバー
全員の賛同を得ることも困難であるので、分科会を」ECK内に設けて検討を進めている段階です。この結果は次号にご報告で
きると思います。
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地域開発分科会「束横線跡地利用」̈ ・̈0… …………………………………田篭 勝美・山崎清人分科会員
(1)当 分科会では旧東横線廃線跡地の横

浜駅―桜木町駅間約18kmを “人と
緑 "、 “日本の新と旧"及び “世界と
神奈川
"をテーマに名称を「横浜国

際遊歩道」として再生 。有効利用を

図る検討を行い、神奈川県技術士会
エコ技術支援センターと共同で平成

17年春非公式ながら横浜市にプレゼ

ンを行った。基本コンセプトは下記。
・自転車も通れる緑の癒し空間・遊歩道
。365日 世界が覗ける国際待合所
・日本の新しい顔と旧い顔に出会える場
。地域に溶け込んだ ^体型の整備
・地元・地域主体型の利用運営と維持管理

跡地利用の推進母体は、横

浜市都市整備局鉄道事業課

である。横浜市は平成15年

より横浜―桜木町駅間の東

横線廃線跡地の利用計画に

ついて「高架を残し快適な

緑の空間として再生」する

事をコンセプトに “自転車も通れる遊歩道"、 “駐輪場"、

“遊歩道と周辺地区とのネットワーク"、 “国道16号の歩

道改善"な どを検討するとして市民 。来訪者など広汎に

アイデアを募るためのアンケートを実施した。アンケー

ト結果の上位はつぎのとおりであった。

高架上の遊歩道施設 :人も自転車も快適に通れる舗装

駅舎跡の利用 :ト イレ

国道16号歩道横の壁面 :管理の行き届いた質の高いアート

国道16号の歩道 :夜間照明をもっと明るく

(3)JECKと エコ技術支援センターが提案する跡地の有効利

用・整備方策は下記。

1)横浜―桜木町駅間は自転車も通れる遊歩道とし、基

本的に東白楽 ―横浜駅間の基本設計の整備コンセプ

ト及び横浜市のコンセプトに準じる。

2)駅舎跡は解体せず駐輪場及び国際待合所にすると共
に開発途上国の観光・物産などの常設展示場とし、

各国大使館・領事館も運営の一端を担う。

3)高架よリペデスタリアン橋で繋ぎ、能楽堂、にぎわ
い座、公園等へのアクセスを容易にして山側の賑わ

いを惹起する。

4)線路上と国道16号歩道がゆるやかなスロープなどで
自由に往来出来るよう、上 F一体的に整備を行う。

我々の提案がどのように扱われるか、現在のところ未知

である。

跡地利用は道路交通法で規制される。当分科会では国際

待合所他上記方策の実現に向けて引き続き市に対して市

民協働の立場よリアプローチ予定である。
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“

(4)

(5)
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工業技術部会の活動報告……………………………・……………………………………………菊池正大部会長
1.工業技術部会の発足
4月 2日 に開催された」ECKの第 4回総会において、JICA専門家としての海外での活動実

績と工業技術分野の専門技術力を活かし、地域の国際協力・国際支援活動に効率的に取り組

んで行くための協議の場として、工業技術部会の設置を提案して承認された。この活動には

SV経験を活かす会のメンバーにも自由に参加して頂き、オープンな運営を′き掛けており、こ

れまでに部会を4回、開催して次のような活動を展開している。

2.神奈川県海外技術研修員受入れ事業への協力・支援
昨年」ECKが推薦し、浄水場の水質検査と水質管理の技術研修をテーマにメキシコから招
聘したエストラ・パチェコさんに続いて、本年はタイの金属材料技術センターのウィリヤラ

ッタナサック・ピラキットさんを推薦して受け入れられ、「鋳造プロセスのコンピュータシ

ミュレーション技術」の現場研修のため 8月 下旬から来日している。研修期間は来年 3月迄

で、帰国後はこの専門分野でのリーダーに成長して、タイの自動車部品の品質向上と生産の

合理化に貢献してくれるものと期待している。

3.海外での技術指導の経験を活かした教育機関との連携 。支援活動
(1)神奈川県企画部政策課が担当する「研究者 。技術者等学校派遣事業」に参加し、小 。中学生を対象とした物造り体験

学習「金属を溶かしてメダルを造ろう」を提案したが、残念ながら応募校が無かった。テーマが難しいとの意見と先

生方の負担が大きいなどの意が聞かれた。この意見を来年のテーマ造りに活かして行きたい。

(2)県立工業高校への協力 。支援活動

県立工業高校13校の機械科、電気・電子科の先生方と意見を交換し、生徒を対象としたキヤリア教育の支援と、先生

方を対象とした研究会でのJICA専門家としての海夕甘支術指導の体験報告などを年度内に行うことで合意し、具体的な

日程などについて打ち合せを進めている。

(3)横浜国立大学公開講座への参加
11月 12日 に」ICA専門家OB、 3人が講師となり「国際技術協力の現地活動報告」というテーマでJICA専門家からみた技
術移転の問題点と課題などについて報告することになった。この公開講座が好評であれば、来年度もシリーズ化して、

」ICA専門家の活動を一般市民に紹介して行きたいと考えている。

秦
轟
薔
激
髄
島

幸
■
懸
自
菫
盛



第一回 ラテンアメリカ編・…・0"000・ 00000000"・ 。・・・。・・・・……………00¨・・・・・・・・‥ 00・ 0谷保 茂樹 会員
1979年、私にとってメキシコの夜といえば、フィエスタ (祭 り。パーテイ)。 招待される者はただ酒、ただ飯、ただコンパ

会場で貧乏学生にとってアルバイトにも勝る滋養供給源である。日本人学生会 (貧乏互助会)を組織し日系三世会 (金持ち

息子会)と一緒に資金集めダンスパーティを企画したら三世会の女性に色目を使ったとボコボコにされ (日系人結束固し)、
ニカラグア学生革命運動が吹き荒れる大学構内を歩くと図書館地下に連れ込まれ応援アジに罵倒・軟禁される怖い夜もあっ

た。

1985年、ボリヴイアの夜はペーニャ (歌酒場)でフォルクローレ (民族音楽)が定番であるが、最近のフォルクローレは

市民運動歌より恋愛歌に成り下がったと知ったような口をきき、夜間戒厳令下の夜をさらにはしごしたら、店の前に横付け

の重戦車に仰天した。穴場は、コカイン売買で有名はバーガーショップ近くの自称 5つ星ホテルの屋上ディスコで、標高 4

千メートルの屋上では満点の星空が真横に見えた。調子に乗れば翌朝から高山病で仕事にならぬ者多発。

l"1年、民主化されたばかりのニカラグアの夜は、地震と内戦の傷跡まだ深く、暗い盛り場の街頭に立つ客引きはオカマ

ばかり、聞けば激戦地の野営でオカマになったと言う、ラテンマッチョを思えば内戦後遺症恐し。

l"3年、カリブ海に浮かぶドミニカ (共)の夜は、一日平均10時間の停電という電力事情の中、自家発電機の轟音まき散ら

すどのホテルにもきらびやかなカジノが併設され、二次会はどこかのカジノに落ち着く。しょぼいブラックジャックが我々

の定番で、中にはこの柱の一本は自分が建てたと豪語する某専門家も居るが、本当のでっかいマネーロンダリングは奥の間

です (残念)。

"∞
年、再びニカラグア、あれから10年、自転車通勤の職員もいた民家使用の某国大使館も堅牢な要塞大使館へ、 ドナー議

く町へと変わりました。家庭内暴力問題はラテンマッチョだけを見ず、野郎の野営転戦にロマンが残り家の枠にはまれない

かわいそうな野郎の病気であるという持論、誰にも相手にされず。

第一回 盲腸炎で腹膜炎を併発 ! ・…… 000・ 00… …………00000000¨・・……………・。・0・ 。……山崎 清人 会員
JBIC融資ソロ河改修事業の国際入札評価を行う為、インドネシア ジャワ島ババット市に到着したのは2ul年 5月 23日 で55

歳の時。到着直後より背中が痛く夜間に眠れない。風呂で暖めたり、正露丸を飲んだりしたが4日 間変化無し。業務の契約

期間は短期 3週間で焦った。宿舎備え付けの医学辞典を見た。盲腸炎の症状とそっくり。 5日 日午前スラバヤのインターナ

ショナル病院で診断、結果はまさしく盲腸炎で “動くな"と 命じられ、午後に手術をやる、40分程度で終わる、と告げられ

る (単なる盲腸炎との診断)。 少し悩んだが東京大学で医学を学び既に100例以上の施術経験のある先生の執刀、病院の設

備 。清潔度などの聞き取り調査より、大文夫だろうとの総合判断で当院での施術をOKした。

所長のS氏も駆けつけ、麻酔を行い午後 5時頃手術開始、 2時間ほど掛かった (後で知ったことだが)。 腹膜炎を併発して
いた由 (医者は、はっきりとは言わなかったが左程長くない前の破裂であろう)、 麻酔が切れ猛烈な悪寒 (水洗浄の為)と悪

臭 (腹膜破裂の特徴)が漂った事が記憶される。広い手術室で “ディンギン2"(寒い、寒い)と叫んだ。
翌々日妻が日本から駆けつけた (海外旅行傷害保険適用)。 手術時間が長引いた事などよりS所長が危ないと思い、急速対

応したのだと思う、が詳細は伺っていない。アフリカなど医療技術未発達国であった場合、このようなケースではあの世で

あったと思う。途上国勤務では、以下くれぐれも注意したいものである。

l.途上国では医学辞典が参照出来る環境を整備しておく事。

2.盲腸炎は若い時に施術しておく事が望ましい。

3海外旅行傷害保険に加入すること。
4出張前の厳しいプロポーザル作成も一因、無理は禁物。
6日 間入院の後、サラシを巻いて業務を続行、なんとか契約期間内に業務を終了させた。

お風呂に入る時、 5cm以上の手術跡を見ては思い出す。

外 貨 コ イ ン 募 金 植岡 龍太郎 会員

海外での業務や旅行から持ち帰つたコインをどうしていますか、お宅では ?日本では金融機関も相手にしないコイン。

開発途上国では、貴重rdt貨幣。その小額コインのために、幼い子供たちが路上で働く。路上で物乞いをし、小銭を乞い

求める。将来の人生のための学校にも行けず、病気治療のための病院にも行けない。この様子を、我々日本人の多くが

見ているはず。終戦後の日本でも見られたこの姿。でも自分の子供にはさせたくない姿。我々が海外で働くのは、彼ら

の自助努力ではどうにもならない部分を改善し、彼らの1専来を、我々が助けるため。我々の身のまわりに死蔵されてい

る外貨のコインや小額紙幣を、それを必要としている人達のために、活用できないか ?日本の 1円や 5円の小額コイン

も。これがささやかな私の願い。 10月 28。 29日の横浜国際フェスタで募金活動をしてはとの提案に、」ECK会員の
多大なる賛同を得た。みんなでコインー個ずつでも持ち寄つて欲しい。集まる浄財を、志を―にするユニセフ (国連児

童基金)を通して、それらを必要とする生活苦の児童の将来のために役立てたい。


